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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

奥
州
街
道

第
34
回

憎
々
し
い
ほ
ど
の「
郡
山
」※
１

　

郡
山
市
は
、
福
島
県
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
す
る
中
核
市
で
あ
り
、
首
都
圏
か

ら
東
北
新
幹
線
で
約
80
分
、
福
島
空
港

ま
で
車
で
約
45
分
と
い
う
ア
ク
セ
ス
の

よ
さ
や
鉄
道
や
東
北
・
磐
越
両
自
動
車

道
が
縦
横
に
交
差
す
る
な
ど
、
交
通
の

利
便
性
が
高
く
、「
東
北
の
ク
ロ
ス
ポ

イ
ン
ト
」と
称
さ
れ
て
い
る
。

　

交
通
の
要
衝
と
し
て
、
か
つ
、
農
業
、

工
業
、
商
業
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た「
経

済
県
都
」
と
し
て
、
歴
史
作
家 

司し

ば馬

遼り
ょ
う
た
ろ
う

太
郎
が
、
著
書
「
街
道
を
ゆ
く
」
で

「
憎
々
し
い
」と
記
す
ほ
ど
発
展
し
て
き

た
。
今
日
で
は
、
産
総
研
福
島
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
や
ふ
く
し
ま
医

療
機
器
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
の
立
地
に

よ
り
、「
人
」「
モ
ノ
」「
情
報
」
に
加
え

「
知
」の
集
積
に
よ
る「
多
機
能
化
」が
進

ん
で
い
る
。

　

平
成
31
年
１
月
13
日
に
は
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
し
て
24
年
ぶ
り
市
内

五
つ
目
と
な
る
郡
山
中
央
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ
Ｃ
）が
開
通
し
た
。

　

こ
の
新
た
な
交
通
結
節
点
の
誕
生
に

よ
り
、
人
流
・
物
流
の
一
層
の
活
発
化

と
円
滑
化
が
図
ら
れ
、
震
災
か
ら
の
復

興
の
加
速
化
な
ら
び
に
地
域
の
活
性
化

が
期
待
さ
れ
る
。

縄
文
時
代
か
ら
の
結
節
点「
郡
山
」

　

郡
山
は
、
既
に
縄
文
時
代
に
は
太
平

洋
側
と
日
本
海
側
を
結
ぶ
内
陸
交
流
の

結
節
点
で
あ
っ
た
。
当
時
の
遺
跡
か
ら

は
、
新
潟
の
ヒ
ス
イ
製
大
珠
や
伊
豆
の

黒
曜
石
な
ど
が
出
土
し

て
い
る
。
大
和
朝
廷
と
の

つ
な
が
り
を
示
す
腕
輪

形
石
製
品
が
出
土
し
た

古
墳
時
代
前
期
の
大
安

場
古
墳
も
築
造
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
市
内
片
平

町
に
は
奈
良
の
都
と
の

結
び
つ
き
を
示
す
采う
ね
め女

伝
説
も
残
る
。
律
り
つ
り
ょ
う令

時

代
に
入
る
と
、
当
時
の

郡
山
地
域
一
帯
（
安
積

郡
）を
治
め
る
郡ぐ
ん
が衙（

清
水
台
遺
跡
）が

置
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
が「
郡
山
」の
地

名
の
由
来
と
さ
れ
る
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
幕
府
の
命
に
よ
り

「
奥
州
街
道（
仙
台
松
前
道
）」が
新
し
く

整
備
さ
れ
た
こ
と
で
一
段
と
繁
栄
し

た
。（
白
河
以
北
は
諸
藩
が
整
備
）

　

五
街
道
の
一
つ
で
あ
る「
奥
州
街
道
」

は
、
東
北
地
方
の
多
く

の
大
名
が
通
る
街
道
で

あ
り
、
伊い
の
う能
忠た

だ
た
か敬
も
奥

州
街
道
測
量
で
利
用
し

た
。
郡
山
宿
で
は
、
参

勤
交
代
を
行
う
諸
大
名

の
宿
泊
地
、
人
馬
継
立
、

旅
籠
や
町
並
み
整
備
が

行
わ
れ
、
宿
場
町
と
し

て
の
機
能
が
充
実
し
た
。

ま
た
、
地
理
的
条
件
の

よ
さ
か
ら
、
安
積
郡
を

“�
み
ん
な
の
想
い
や
願
い
を
結
び�

未あ

す来
へ
と
つ
な
が
る
ま
ち
”「
郡
山
」

郡こ
お
り
や
ま山

市
長（
福
島
県
）　

品し
な
が
わ川
萬ま

さ

と里

郡山市内五つのインターチェンジ

郡山宿錦絵
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治
め
て
い
た
二
本
松
藩
の
代
官
所
や
年

貢
を
納
め
る
蔵
が
配
置
さ
れ
、
に
ぎ
わ

い
あ
る
宿
駅
と
な
っ
た
。
郡
山
は
、
必

然
的
に
人
や
モ
ノ
が
集
ま
る
場
所
と
な

り
、
奥
州
街
道
沿
い
の
政
治
・
経
済
の

枢
要
と
な
っ
て
い
く
。

「
郡
山
」の
未
来
を
拓ひ
ら

い
た�

「
一
本
の
水
路
」

　

街
道
沿
い
の
宿
場
町
と
し
て
発
展
し

て
き
た
郡
山
に
、
明
治
時
代
に
飛
躍
の

転
機
が
訪
れ
る
。
水
利
が
悪
く
荒
涼
と

し
た
原
野
で
あ
っ
た
安
積
平
野
を
開
墾

し
、
豊
富
な
水
を
た
た
え
る
猪い
な
わ
し
ろ

苗
代
湖

か
ら
水
を
引
く
、
国
直
轄
の
農
業
水
利

事
業
第
１
号
「
国
営
安
積
開
墾
・
安
積

疏
水
開
さ
く
事
業
」が
行
わ
れ
、「
一
本

の
水
路
」が
完
成
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

当
事
業
は
、
全
国
と
諸
外
国
か
ら

人
、
モ
ノ
、
技
術
が
集
ま
る
交
通
の
要

衝
と
し
て
の
立
地
条
件
に
加
え
、
厳
し

い
環
境
の
中
で
も
夢
を
諦
め
な
か
っ
た

先
人
た
ち
の
開
拓
者
精
神
に
よ
り
成
し

遂
げ
ら
れ
た
。
※
２

文
学
に
現
れ
る「
郡
山
」

　

日
本
最
古
の
和
歌
集
で
あ
る
万
葉
集

に
は
、
郡
山
地
方
の
も
の
が
３
カ
所
５

首
登
場
す
る
。

　

ま
た
、
市
の
花「
花
か
つ
み
」は
、
平

安
時
代
か
ら
、
貴
族
や
文
人
か
ら
愛
さ

れ
、
多
く
の
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
。（
古

今
和
歌
集
な
ど
に
収
録
）松ま
つ
お
ば
し
ょ
う

尾
芭
蕉
は
、

「
花
か
つ
み
」を
奥
の
細
道
行
脚
中
に
郡

山
で
探
し
た
が
、
結
局
見
つ
け
ら
れ
な

か
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
残
る
。

　

ま
た
、
久く

め米
正ま

さ
お雄
や
宮み

や
も
と本
百ゆ

り

こ
合
子
な

ど
、
近
代
文
学
を
代
表
す
る
作
家
の
ほ

か
、
幕
末
に
は
儒
学
者
の
安あ
さ
か積

艮ご
ん
さ
い斎

に

続
い
て
、
宇
宙
物
理
学
者
の
新
し
ん
じ
ょ
う城

新し
ん
ぞ
う蔵

（
第
8
代
京
都
帝
国
大
学
総
長
）や
世
界

的
歴
史
学
者
の
朝あ
さ
か
わ河

貫か
ん
い
ち一

（
イ
ェ
ー
ル

大
学
教
授
）
な
ど
、
時
代
を
代
表
す
る

偉
人
を
輩
出
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
柳や
な
ぎ
だ田
國く

に
お男
の「
勢せ

い
し
ど
う
と
う
げ

至
道
峠
」

に
は
本
市
湖
南
町
の
記
述
が
残
る
。
こ

れ
は
数
少
な
い
福
島
県
に
つ
い
て
の
貴

重
な
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。

あ
す
ま
ち「
郡
山
」の
創
生

　

現
在
は
、
人
口
減
少
・
高
齢
社
会
な

ど
の
迫
り
く
る
行
政
課
題
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
推
進
に
対
応
す
る
た
め
、
街
道
で
つ

な
が
る
近
隣
14
市
町
村
と
と
も
に
こ
お

り
や
ま
広
域
圏
を
形
成
し
て
い
る
。
※
３

多
様
か
つ
高
度
な
産
業
や
13
の
研
究
機

関
が
集
積
す
る
当
圏
域
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
な
ど
に
よ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

構
築
を
一
つ
の
大
き
な
柱
と
し
、
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
が

加
速
す
る
時
代
に
お
け
る
「
ｅ
‐
経
済

県
都
」
的
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
使
命

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
圏
域
内
の
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
住
民
や
情
報
、
研

究
成
果
が
行
き
交
う「
知
の
結
節
点
」と

し
て
の
相
互
補
完
的
な
関
係
を
構
築
し

て
い
る
。

　

新
た
な
元
号
を
迎
え
る
今
後
も
、
圏

域
内
の「
交
易
」「
交
通
」「
交
信
」を
活
性

化
さ
せ
、
各
市
町
村
の
自
立
的
な
ま
ち

づ
く
り
の
理
念
実
現
に
相
互
に
資
す
る

「
広
め
合
う
、
高
め
合
う
、
助
け
合
う
」

関
係
を
築
き
、
持
続
可
能
な
圏
域
づ
く

り
を
進
め
る
。
本
市
ま
ち
づ
く
り
の
将

来
都
市
構
想
で
あ
る
“
み
ん
な
の
想
い

や
願
い
を
結
び
、
未あ

す来
へ
と
つ
な
が
る

ま
ち
”「
郡
山
」を
創
生
し
て
い
く
。

※
1  

司
馬
遼
太
郎 

著
書
「
街
道
を
ゆ
く
　
白

河
・
会
津
の
み
ち
、
赤
坂
散
歩
」
で
、

郡
山
を
「
他
か
ら
み
れ
ば
憎
々
し
い
ほ

ど
に
発
展
し
、
東
北
の
雄
都
」と
表
現
。

※
2  

安
積
疏
水
に
ま
つ
わ
る
歴
史
ス
ト
ー

リ
ー「
未
来
を
拓
い
た『
一
本
の
水
路
』」

は
日
本
遺
産
に
認
定
。

※
3  

平
成
31
年
1
月
23
日
に
協
約
締
結
。

一
口
メ
モ

奥州街道

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

　

奥
州
街
道
は
、
奥
州
白
河
を
起
点
に

現
在
の
青
森
県
三
厩
に
至
る
八
十
九
次

の
街
道
で
、
羽
州
街
道
と
並
ぶ
近
世
奥

州
の
幹
道
で
あ
る
。
古
代
の
東
山
道
や

中
世
の
奥
大
道
の
道
筋
を
踏
襲
し
て
各

宿
駅
の
町
割
り
や
道
が
確
定
さ
れ
、
近

世
初
期
に
街
道
沿
い
の
藩
に
よ
り
整
備

さ
れ
た
。

　

整
備
に
当
た
っ
て
は
、
大
名
の
参
勤
交

代
路
で
あ
る
幹
道
の
整
備
が
優
先
さ
れ
、

次
に
領
内
道
の
整
備
が
行
わ
れ
た
。
奥

州
街
道
を
参
勤
交
代
路
と
し
て
利
用
し

た
松
前
・
奥
羽
の
大
名
は
、
文
政
５
年

（
１
８
２
２
年
）
当
時
、
29
藩
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
中
山
道
に
匹
敵
す
る
数
で
あ
る
。

郡山 福島県

猪苗代湖

奥州街道
須賀川

二本松

白河
矢吹

本宮

桑折
福島

白
河
か
ら
三み

ん
ま
や厩

を
八
十
九
次
で
つ
な
ぐ
一
大
幹
線


